
第 311回 企業会計基準委員会議事 

平成 27年 5 月 15日（金） 

1 

財務会計基準機構の Webサイトに掲載した情報は、著作権法及び国際著作権条約をはじめ、その他の無体財産権に関する

法律並びに条約によって保護されています。許可なく複写・転載等を行うことはこれらの法律により禁じられています。 

議事要旨(3) IASB公開草案「負債の分類 IAS第 1号の修正案」へのコメント対応 

 

冒頭、関口常勤委員より、IASB公開草案「負債の分類 IAS第 1号の修正案」（以下「本

公開草案」という。）へのコメント対応について概要の説明がなされ、続いて、田野専門研

究員より、審議資料に基づき詳細な説明がなされた。 

説明に対する委員からの主なコメントと、それらに対する事務局からの回答は次のとおり

である。 

 

 ある委員より、次のコメントがあった。 

 審議資料において、「借換え」は負債の決済を伴うとされており、この点にお

いてロールオーバーとの差異は明確であるように見受けられるが、コメントレ

ターの文案では「ロールオーバー」と「借換え」は経済的な意味において実質

的に同等という記載もされている。この点、両者の記載は矛盾しているのでは

ないか。 

これに対して、事務局より、次の回答がなされた。 

 「ロールオーバー」と「借換え」の区分は、IASBの審議を適時にフォローして

いる限りにおいては理解し得るものの、一般的には、両者は必ずしも明確に区

分されて用いられている訳ではない。他方、本公開草案では、両者について異

なる取扱いを想定していることから、コメントレター案では、本公開草案にお

ける修正の意図を一層明確にする観点から両者の差異を明確化することを提案

している。 

 

 ある委員より、次のコメントがあった。 

 コメントレター案において、本公開草案の提案には一層の明確化を提案してい

る項目があるという指摘をしているにもかかわらず、当該提案を概ね支持する

旨が記載されている。一層の明確化が必要な項目があるとすれば、本公開草案

の提案を概ね支持するという旨を記載するのは不適切ではないか。 

これに対して、事務局より、次の回答がなされた。 

 コメントレター案において一層の明確化が必要としている項目には比較的重要

性が高い項目が含まれていることから、本公開草案の提案を概ね支持する旨の

記載を削除する方向としたい。 
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最後に、事務局が本日の委員会での委員からのコメントを踏まえてコメントレター案

について必要な修文を行うことを前提に、コメントレターをコメント募集期日中に IASB

に提出することが了承された。 

 

以 上 


